第 s 章 

文きの入力 


文字入力の前に巧つておいていただをたいこと 


文字の入れかたの要点を簡単に紹介します。詳しい操作を知りたいときは、参照ぺージをご覧くださ 
い。また、文字を入力するち法には、「かな入力」と r □ーマ字入力」の2種類びあります。「かな入力」 
と r □-マ字入力」を切り替えたい場合は、1日日ぺージをご覧ください。 


义字を入れる画面は… 


M 宛名作成画面 (►► 巨日ページ） 夕章編集画面 (►► 132ページ) 




禁則巧の表示 

組み合わせ作成 (►► 12巨ぺージ)、オリジナルはがき作成 (►► 140ぺージ)、コメントプリント 
(►►1己3ぺージ)、写真俳旬の「応用作成」 (►► 17巨ぺージ)で文面を作成しているとき、2行 U 
上の文章を入力すると、自動脚こ禁則処理び行われ、行頭には行頭禁則文字(「、」し」「，」「.」）と改 
行マーク （ r ^」） は配置されません。入力画面上では、行末に禁則巧び表示され、文字の入力びな 
い場合には、空白になります。 


义字キーの使いかた 


1つのキーには2つの文字び書かれています。 

區罰 ( M ) を巧して、どの文字を入れるのかを選びます。 



キーのち下に書かれたアルファペットや 
記号げ人ります 




文字入力の前に知つておいていたださたいこと 
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入力する文字の種類の切り替えかた (►► 38ぺージ〜50ぺージ） 


流麗標準黒 1- 


画面ち上の表示によって、入力できる文字の種類び変わりまず。 


ひ6びな入力 


「きく 力を入れます 

▼ 

m を何回か巧して、画面ち上に r ひ5」 
を表示させる 


カタカナ入力 


r キクカを入れます 

▼ 

匿罰を何回か巧して、画面も上に r カタ」 
を表示させる 


I * ?1 ドヴ 1 r 実行(進む] 



漢ぞ入力 


r 菊」を入れまず 

▼ 

mi を何回か巧して、画面も上に r ひ引 
を表示させる 


[きヴ] 



流麗標準黒 1-3 

キク I 


アルフアペット入力 

「 Sun 」 を入れまず 


励を何回か押して、画面も上に r 英大 J を 
表示させる 


戸？ I ドヴ11 変換 ir 実行 (進む)1 

▼ 


流震標準黒 


因圆四圆 

▼ 


ホ組み：テキ: 


流麗標準黒 

S U I 


♦数字を入れるときは、数字キーを巧します。数字は、どの状態でも入れることびできまず。 



文字入力の前に知つておいていたださたいこと 
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ひ s がな-カタカナを入れる 


ひ5がな-カタカナの入れかたを説明します。 

※區 )（ 一）と已(八イフン）を間違えないよラに、ミち意してください。 


ひらびなを入れる 


例 I さ<5 


區塑を何回か巧して、画面も上に r ひら」を表示 
させます。 




麵をカーソルといいます。文字び入る位置をお 
します。 


2园因固と押しまず。 

□—7字入力のときは、 

「ち si 「たみ")[る加ゅ u | 

区互巨互と 押します。 
「文字の入力ち法(入力 
モード)を切り替える」 
►►199ぺージ 




[実行 (進む) をキ甲します。 



流藉標準黒 1-4 

さくら0 . 



キーを巧し巧違えてしまつたら… 

•文字を間違えていた 5…己1ページ r 間違えた文字を直す」 

•文字が巧けていた 5…日2ページ r 文字の抜けているところに文字を追加する」 

•文字を消したいときは… 己1ページ「間違えた文字を消す」 

. はじめか 5 やり直したいときは… 已7ページ r 文字をまとめて消す」 

画面に同じ文字がいくつわ表示されたとまは 

キーを長く巧し続けていると、その文字が連続して表示されます。そのとさは ( M ) を巧します。文字が 
画面から消えます。 

キーは、ポンッと軽くたたくよラに、巧してください。 

( S ) を押して消すことができるのは、カーソルが文字に重なっているときだけです。 

数字キーを巧し続けたとをや、文字を確定したあとは、消したい部分にカーソルを合わせて 
區固を押します。 










































カタカナを入れる 


例 I サクラ 


li ) を何回か巧して、画面も上に r カタ」を 
表示させまず。 



匡3[13區3と巧します。 
□ーマ字入力のときは、 

[ち引1た All る k 1 [ゆ u 1 

区司巨司と 押します。 

カタカナはキーを押し 
たと同時にその文字に 
確定されます。 


流麗熙 P 黒 1- 

サクラ ■•••• 


r 呪や r や J などを入れる 


キーの上に印刷されていない文字を入力するときは、このページの表を見て入力してください。 
また、本機の前面上部には r かな入力」の場合の入力例が印刷されており、キーボードを開いた状態の 
とき、下表に記す文字の入力の方法を、簡単に確認することがで走ます。 

□-マ字入力のとさの文字の入れかたは、22己ページの r □-マ字入力対応表」をご参照ください。 


文字の 例 

呼び名 

かな入力のとさ 

□-マ字入力のとを 

は 

清音 

函 

[5 h 1|^ Aj 

ば 

濁音 

固四 

1 の B |1 た a 1 

ぱ 

半濁音 

いま 占 1 の 

53 (§3 

や 

拙音 

關 回 

ド x | 1 や y |1 た aJ 

二） 

促音 

圖因 

回回四 

〇 

句点 

圆 回 

因 

、 

肋!点 

臨。1 〜国 '1 

因 


ル文字や「々"く」、「ゐ」 r る」などの旧仮名遣いの文字などは、「記号」の r 入れにくい文き」で入れること 
びでをます（►►巳0ページ）。 



ひ5びな•カタカナを入れる 
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漢字を入れる 

漢字を入れるには、まずその漢字の「読み」をひ5がなで入れます。例えば、「巧」は r はな」と入れま 
す。ひ5びなか5ま字に変えることを「変換」といしほす。 [ をお1 を何回か巧し、使いたいま字が表 


示された!5、 (実行: を巧して、ほかの漢字に変わ5ないように確定します。 
目的の漢字に変換できないときは、一文字ずつ漢字を入力します。 

「目的の漢字に変換されないとき」►►43〜47ぺージ 


漢字を入れる 


m 今日行きます 


「きよラいをます」とひ5びなで入れまず。 

流麗標準黒 1-1 

きょういきまず■ - 


HD 因と巧しまず。 

「さよラし、」を r さよラ」 
といラ言葉に区切るた 
めです。 

r きょう」が r 今日」に変 
換されました。 


流麗標準黒 

きます. 


流麗標準黒 

ます" 


L を換 J を巧しまず。 

r きようしりと r きまず」という2つの言裏と 

認識したため、 r 驚異」と変換されまず。 

「驚異」が反転します。 

つ目の文節が目的 
の漢字に正し<変換 
されているとをは、 

と J を押して正しく 
変換されていない文 
節に反転を移動して 
<ださい。最後の文 
節まで目的の漢字に 
正しく変換されてい 
るとさは、のを押して最後の文節に反転を移 


動して 厂実行 (; 
定します。 


堂 J を押してください。漢字び確 


I 実行 (進む 1 をキ甲しまず。 

「今日」が確定されま 
す。 

「いきます」という言葉 
が残ったと認識したた 
め、「生さます」に変換 
されました。 


流震標準黒1 - 

今日骂 



漢字を入れる 
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けあ J を何回か巧して、「行きます」にし 
まず。 


「巧きまず I になった5、 [実行(遇む) 1 を巧しま 
ず。 


変換 I を巧すたび 


に、「いをます」の候補 
び次々に表示されま 
す。 


流麗_標宰_黒 

今日 


r 行さます」び®定立れ 
ます。 


流麗原串里 1- 

今曰斤きます■- 


同じ読みのある漢字(同音異義語)を選ぶ 


複数の漢字が当てはまる「読み」闹音異義認か5漢字を選ぶち法を説明します。 


m 講演 


「こラえん」とひ5びなで入れます。 


流麗属车黒 1- 

こうえん ■... 


1 変換 J を巧しまず。 

「こラえん」に合った漢字の候補び表示されま 
す。 


' mWl を何回か巧して、「講演」にします。 


I を換 j を巧すたび 
に、「こつスん」に合つ 
た漢字が次々と表示さ 
れます。 


流麗標準黒 


r 講演」になった5、屋查を巧します。 

r 講演」が確定されます。 


ぎ習機能について 

「こラえん」といラ読みを r 講演」で確定したとします。な回 r こラえん」といラ読みで変換すると、「講演」が 
一番はじめに表示されます。これは、前回使った漢字を本機が覚えているためです。 

このよラに、前回使った漢字を最初に表示することを学習機能といいます。 



漢字を入れる 
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r 

ひ 6 ぴなを漢字にするルール 


© ◎⑤@ 


「よみ」を入れる 漢字に変える 

確定する 

ん 





(変換 

) 




ん 

厶'团、 

こつスん 

/ 



【変換） （実行 <進口;1 

こラえん 1 、 

後援 

、□演、 

\ 



コウエン 

/ 


広遠 

\ 

お認するまえに、さ5に （ 変換 ] を押すと、「こ 
ラえん」に当てはまるほかの候補が表示されま 

光円 

\ 


講演 

/ 

す。區却を巧すと、前に表示されていた候補の文 

を遠 


公演 

字が表示されます。 


高遠、 好演-後援 


巧換中に文字を問違えた 6 … 





変換中に文字の間違いに気びついた5、を巧してください。 




醒 （ M ) 题 

■ 




変換前の「よみ」の状態に戻る 

入力した「よみ」が消える 



文字を訂正することがでさます 

はじめから、 

さます 

入力し直すことがで 



思いどお D の漢字にを換をれないのはなぜ？ 

次のよラなことが考えられます。 

. 「週（しゆう）」を r しゆう」と入力している 
-「図（ず）」を r づ」と入力している 












漢字を入れる 
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目的の漢字に変巧されないとを①(単漢字変巧) 


むずかしい漢字や珍しい固有名詞などは、こ查 ID を押してち正しく変換されません。このような場 
合、1文字ずつ目的の漢字に変換します。 

m 敦廣(あつひろ） 


r あつひろ」をひ5びなで入れまず。 


流麗標準黒 
あつひろ ■■ 


を何回か巧します。 

何回巧してち、 r 敦廣」 

に変換されません。 


流麗標準黒 


區司を巧します。 

「あつ」に合った漢字び 
いくつか表示されま 
す。 


ひろ . 

熱腿篤を廣享 
敦渥会猫觸臟聚 


田の间田を何回か巧して、目的の漢字 
を選び、しを巧します。 

r 敦」び確定されます。 


流麗標準黒 1-2 


手順 3 か 5 田と同様の操作をして目的の漢 
字（廣）を選び、 

I 実行;迫む1 を巧しま 

流麗極準里 1 - 

9 。 fMI 



目的の漢字に変換されないとき①(単漢字変換) 
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目的の漢字に変巧されないとき ( D ( 漢字巧書) 


漢字の読みや、画数などか5漢字を呼び出すことがでさます。 

ま字の呼び出しかたは、4種類あります。 

-「読み」 読みか5該当する漢字を呼び出します。 

- r 総画数」 総画数か5該当する漢字を呼び出します。 

. 「部首」 部首か5該当する漢字を呼び出します。 

-「区点コード」漢字の一覧表か5入力したい文字を見つける ( J 旧区点コード)。 

漢字 s ¥ 書機能は文字が入力でさる画面および文面、宛名 （ r 読み」および「郵便を号」入力時を除く）のさ 
メニュー画面か5入ることがでさます。ただし、文字が未確定のとさや、漢字に変換している途中で 
は漢字辞書は使えません。 


読みか6呼び出す 


侧 r 学」という漢字を呼び出す 


入力したい位置にカーソルを合わせて、 
を巧します。 


の 

S す巧 ■ 


で r 読み J を選び、 读行(進む j を巧し 

まず。 



因皮]间反を巧して圏にし、 I 実行(道む) j を 
巧しまず。 

「挙」という漢字についての詳細が表示されま 
す。 


1実行 ( 進む 1 をキ申しまず。 

階」という漢字が入ります。 


r あげる I と入れて、 （実行 ( 道む)] を巧しまず。 
r あげる」と読む漢字の 


一覧が表示されます。 
データに 続さがあると 
さは wm を巧すと 
続さを見ることがでさ 
ます。 

-最大7文字まで入力で 
をます。 




目的の漢字に変換されないとき③(ま字辞書) 
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総画数か 5 呼び出す 


例 I r 学」という漢字を呼び出す 


入力したい位置に カーソルを 合わせて、 


品，を巧します。 


mpD で r 総画数 I を装び 、 I 実行《む を巧 
します。 


立美字苗き-挽画圾- 


I 総画数を入力 

画数：皿> 


田田因田を巧して圏にし、屋豆 iS を 
巧します。 

「挙」という漢字についての詳細び表示されま 
す。 


[実行(涅む) 1 を巧しまず。 
r 挙」という漢字び入ります。 


Li 美字苗書一徐画巧一 


の 回と入れて、屋查を押します。 

0または0で画数を 
指定することちでをま 
す。 

10画の漢字の一覧び 
表示されます。 


I [総画数: 10] 
良齡做具検個候怯 
借做直倒俳樹纖を 
倫猫^倪倒を淑 
倡倩悼俾佩巧倆併党 
纖黄冥准凄 
调凍衡固凉剣剛剤刮 
剖剤剔邸却匪匿卿原 



目的の漢字に変換されないとき③(漢字巧書) 
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入力したい位置にカーソルを合わせて、 
S ] を巧します。 


® ® で r 部首」を選び 、 I 実行(進む) j を押し 



階」の部首の r 手」は4画なので回面と巧 
し、 I 実行 を巧しまず。 

4画の部首の一覧び表示されます。 

0または®で部首の画数を指定することちで 
をます。 


部首の候補び他にちあるとさ 
は®®を巧すと続きを 
見ることびでをます。 


漢字苗き - art - 


I 部首を選択 
<04画の部首〉 

限戸手支ぶ文斗斤 
麻日日月木欠止歹 
曼せ比毛氏气水化… 
爪父交月片牛犬王ネ 


部首から呼び出す 


麵 r 学」という漢字を呼び出す 


田因回田を押して国にし、屋 行(遇む] を 
巧しまず。 

「手」が部首の漢字の一 
覧び表示されます。 

把謙鎌抑扼枉扶 
桃予抓腸 T 術押拐 
财鹏协封召挪碰 
ttffi 拝 SWWl 
«|^«が谢撕母拉 


田田因田を押して圏にし、屋 S (造む)] を 
巧しまず。 

「挙」という漢字についての詳細が表示されま 
す。 


1実行 (進む) 1 をキ申しまず。 

階」という漢字が入ります。 


部首がわかりにくい漢字については本来の部首 
じ(外でち呼び出せるをのがあります。 

(例： r 岩」は r 山」でも r 石」でち呼び出せます。） 


2 


3 



目的の漢字に変換されないとき③(ま字辞書) 
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•漢字辞書詳細表示にごいて 

呼び出した漢字については、次のよラな詳細な情報が表示されます。 


-画数 
-部首 


音読み - JIS ピ点コード 


-訓読み 

「一」より後ろは 
送りがなです 


人名や地名などで使われる 


特別な読みかた 

この画面では CZira を押して、表示を切り替えることができます。 


1 

漢字辞き 

1音ケ 
訓よ 
名よ 

イ 

•いよろこ-ぶ- 

ソ 




漢宇の一覧表から入力したい文きを見つけるり旧区点コード） 


ワープ□やバソコンなどのコンピューター機器は、漢字を番号で管理しています。番号は「囚と「点」 
に分かれていて、漢字1つに対して4つの数字が割り当て5れています。コードま号は J 侶規格で定め 
5れており、これを J 旧区点コードといいまず。 


侧 r 学」という漢字を呼び出す 


入力したい位置にカーソルを合わせて、 


，岳，を巧します。 


のので「区点コード」を選び、度 
を巧します。 


j 勇字辞害-区点二 


-ド- 


I 区かードを入力 


160 1 


「挙」の区点コードはに18 3」なので 
回の面固と巧し、屋查 iiD を巧しまず。 

「挙」という漢字についての詳細が表示されま 
す。 

「内蔵漢字一覧」 



►►228ぺージ 


I 実行が j をキ甲しまず。 

「挙」という漢字が入ります。 


•読みでの検索は「音読み」、「訓読み」、「人名や地名などで使われる特別な読みかた」のいずれでを検索で 
さます。 

I フオントのデヴィンにより同じ漢字でを字の形が異なることがあります。 

I 部首は代表的なわのを採用しています。学説によっては別の部首とするをのをあります。 

」と表示されます。 




I JIS がの漢字の区点コードは「一 
iJIS 規格には収録されていてを、多くの辞書で読みを意味ち不明として取り扱われている漢字は「音義未 
詳」と表示されます。 

I 漢字辞書機能で呼び出した場合は、漢字の学習機能 （41 ページ）ははたらきません。 

I 文字が入力されたとさは、そのとさのカーソル位置のサイズや色などにをわせて入力されます。 

I 単位の名称を漢字で表すをの（米： X — トル、弗：ドルなど）は訓読みに會め、ひらがなで表示しています。 


g 

的 

の 

漢 

字 

に 

変 

換 

さ 

れ 

な 

し、 

と 

さ 

感 

養 

字 

辞 
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アルフアぺツトを入れる 


アルファべット入力のち法は、かな入力-□-マ字入力どち！5でも操作は同じです。 


アルフアベツトの大文字を入れる 


例 I AKI 


圆を何回か巧して、画面も上に「巧大」を 
表示させまず。 


流#!標準 


;黒 1 -—1 


巨3巨3区3と押します。 

アルフ アベ ットは キー 
を押したと同時にその 
文字に確定されます。 


流麗熙 P 黒 1- 

AKIB- --- 


アルフアベツトのか文字を入れる 


侧 aki 


圆を何回か巧して、画面も上に「英ル」を 
表示させまず。 


♦組み：テキ: 


流麗標宰黒 


医3区3に D と巧します。 

アルフアベットは キー 
を押したと同時にその 
文字に確定されます。 


流震標準黒 1- 

akiB-••• 


大文字とル文字の入力を切 D 替无るには 

画面ち上に r 巧大」び表示されているときに區固を巧すと、ル文字び入力でさます。また、画面ち上に r 英 
ル」と表示されているときに區3を巧すと大文字び入力できます。 

，（カンマ）.（ピリオド）を入れるには 

画面ち上び r 英大」または r 巧ル」となっているとさに、次のキーを巧します。 

カンマ：巳 D ピリオド：区〕 



アルファベットを入れる 
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記号や入力しにくい文きほ、ヴなど)を入れる 


普通の文字のほかに、いろいろな記号を入れることがでさます。 


キーに印刷されている記号を入れる 


普通の文字のほかに、キーに印刷されているいろいろな記号を入れることがでさます。記号を入れる 
とさは、アルフアベットが入る状態にしてか5入れます。 



キーに印刷されている記号 


侧〒 


圆を何回か巧して、画面も上に「英大 J ま 
たは r 英ル」を表示させます。 

□ーマ字入力になって 
いるときは、この操作流麗原串黒 1- 
は行ラ必要はありませ 
ん /。 


巨3を押しまず。 


流麗標準黒 1- 

〒■. 




記号や入力しにくい文字(を、ヴなど)を入れる 
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キーに印刷されていない記号や入力しにくい文字(を、ヴなど)を入れる 


記号は、8つのグループに分かれています。222ページの r 記号一覧」を見なが5、使いたい記号が 
どのグループに入っているかを確かめてください。 


(/ ¥ 


mm 


をヴ 


m ★(グループ：一胁 


記号を巧します。 


記号のグループ名 


I 記ち 


I ジャンルを選択 


単位-略 

数字 
ギリシア.ロシア 
こくい文字 


〇 ( Z 3 で「一般」を選び、〔重豆 iiD を押し 
まず。 


I [~®] 

田 &* @ §《=# b 
M ミ丄 

た •k 0 •◎O^CDH 

A ▲▽▼♦な>でみ 

を ♦ぐ 


のの回田を何回か押して「★」を探し 
まず。 


[実行む J を巧しまず。 




補！熙華黒 1- 



記号や入力しにくい文字(を、ヴなど)を入れる 
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文字を間違えたとまは 


文字を間違えて入れたときの直しかたを説明します。 


巧違えた文字を直す 


文字を直すとさは、間違った文字を消してか5、そのまま正しい文字を入れます。 

例 I 「ゆきこ」を r ゆうこ」に直す 


间田を何回か巧して、直す文字に力ーソ 
ルを合わせます。 

流麗標準黒 

ゆ直こ 


正しい文字を入れ、 I 実行圆 ] を巧します。 

「引び「こ」の前に入り 
ます。 

すでに入っている文字 
を消さずに、新しい文 
字び追加されます。 


ゆう B . 



區固を巧しまず。 

「を」び削除され、「こ」びつまります。 


巧違えた文字を消す 


文字を1文字ずつ消すと走の方法を説明します。 

例 I 「ひっここし」のに」を消して「ひっこし」に直す 


间田を何回か巧して、消したい文字に 
カーソルを合わせまず。 




流麗標宰黒 

ひっこ 白し. 


區固を巧します。 

「ひっこし」になりま 
す。続けて文字を入れ 
るとをは、文章の終わ 
りまで カーソルを 移動 
させます。 



※最後に入れた文字を消すとさは运窗を巧します。 



文字を間違えたとさは 
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义字の巧けているところに文字を追加する 


例 I 「あた」を r あきた」にする 



2女字を入力して 、 I 実行<^>1 を巧しまず。 


すでに入っている文字 
を消さずに、新しい文 
字び追加されます。 



「文字をまとめて消す」こともできます。 （ ►►已7ぺージ) 




























文字を修飾ずる 

本機は、文面の「見出し」(►►129ぺージ化 r テキスト」(►►132 -143ぺージ)で書体ロォント)や 
文字の形を指定したり、色を変えることができます。 


义字の書巧をおえる(フオント） 


文字を入力できる画面になっていることを植認してくださし、。 


ああああち 


ゴシック 


丸コシック 


明朝 


毛筆楷書 


毛筆流麗 


文字を入れてか！5、回を押します。 


<文字編集> 

お能を選が 

文字色 Ben 

消去 文字化 


间内で書体を選び、屋豆3を巧します。 


1® 新ち 


ゴシックどこから？ 


因田间内で「フォント」を選び、 


I 実行(進む) I を t 申しまず n 




どのフォント？流麗 

画腳ぁ恼回 


间田で書体を変えたい最初の文字を選 
び 、 I 実行 を巧しまず。 


フォントゴシックどこまで？ 


蒙新年. 


I が誦 



文字を修飾する 
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5 间田で書体を変えたい最後の文字を選 

び、 （実行(進む1 を巧しまず。 



指定した書体の名称 
が表示されます（印 
刷すると指定した書 
体で印刷されま 
す)。 


毛筆流麗体は他のフォントに比べて艾字び 
ルさくデザインされています。文面のテキ 
ストに利用する場をはごを意ください。 


r 

• 書体を指定した文字のすぐ前に文字を追加すると、追加した文字ちその書体になります。 

ス 

麵ぁぃうえぉ -> 

あいうえかきくけこお 

1 1 


T 

丸ゴシック体を指定 

个 

追加した文字ち丸ゴシック体となる 


•文字が何をない部分に書体を指定すると、そのあとに入れる文字すべてがその書体になります。 


麵ぁぃ. 

あいラえおかきくけこ 

1 1 


毛筆楷書この部分に丸ゴシック体を指定 丸ゴシック体になる 


外字」（日2ぺージ）で作成した文字に、 

書体を指定することはでさません。 























义字のをををえる(文字を） 


文面の「見出し」と「テキスりで文字を入力できる画面になっていることを確認してくださし、。 
♦指定でさる色 

黒ホ緑青桃色空色灰色白 


文字を入れてか5、回を押しまず。 



のの间尼)で「文字色 ■! を選び、屋查 iS 
を巧しまず。 

色の種類び表示されます。 

间内で色を選び、 惶を型 J を押しまず。 


組み：テキ: 


文字を青 どこから？ 

le 新年 . 




決定电 C 選が 


0© で色を変えたい最初の文字を選び、 

[実行(ぉむ] を巧しまず。 



00で色を変えたい最後の文字を選び、 

1実行(進む)1 をキ申します。 


指定した色名が表お- 
されます （印刷する 
と指定した色で印刷 
されます)。 



文字色の r 白」はコ x ントプ U ントで写真の上に文字を合成する場をにご利用ください。 

文字色が r 白」の場をは、文字に黒色の輪郭がつさます。輪郭をつけたくないとさは、「白色の文字に輪郭 
をつけないようにする」 （20 己ぺージ）をご覧ください。 

《白い文字部分はインクによる印刷をしないことによって、その部分の紙の地色が見えるように印刷する 
ちので、白いインクで印刷するをのではあ0ません。 

※輪郭をつけないようにした場をは、文面など白い背景の上に白い文字を配置してち、何ち印刷されませ 
Aj 。 



文字を修飾する 
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义字のおを巧える(文字体） 


文面の「見出し」と「テキスト」で文字を入力で走る画面になっていることを確認してください。 

あ蠢蟲）あみ 


標準 


白抜さ 


影付 


立体 


太文字 


で字を入れてか5、回を巧しまず。 


<文字编集> 
稱能を選巧 

消去 


文字が 


田田间田で「文字体」を選び、屋置 
を巧します。 

文字体の種類び表おさ 
れます。 


ミ'藻 r 


標準 


固圆圆困面 


00で文字のおを選び、屋置 iiD を巧し 
ます。 


文字体影付 どこから？ 

範就冲 . 


ミ行臣巧 giiata 


间田で文字のおを変えたい最初の文字を 
撰び J 実行 <» c ； l を巧しまず。 


文字か影付 どこまで？ 

際新年 . 




间0で夕きのおを変えたい最後の文きを 
W 選び、 [実行(道む)：! を巧します。 


指定した文字体の名- 
称が表示されます 
(印刷すると指定し 
た文字体で印刷され 
ます)。 




觀割 




青 1- 


•文字体を指定した文字を標準の文字に戻すとさは、手順国で r 標準」を選びます。 

-「テキスト」に文字体を指定すると、文字によってはされいに印刷されないことがあります。はがさなど 
に印刷する前に、必ず試し印刷を行って、仕上がりを確認してください。 

《「毛筆流麗体」 （83 ページ）と r 外字」 （62 ページ)で作成した文字に、文字体を指定することはでさません。 



文字を修飾する 
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文字をまとめて消ず 

文字を範囲をミ夫めて消したりほ R 分消去)、入れた文字を全部消す(全文消去)ことびできます。 


轟囲をミ夫めて消すほ B 分消去） 


文字が入力してある画面になっていることを確認してください。 


臣能 I を巧しまず。 


稱距を遇が 


消ち 


フオント 

巧体 


田因因田で「消去」を選び、 I 実行:進む I を 
巧します。 


<消去> 


を文消ま 


间田で r 部分消去_!を選び、を巧 
します。 


部分';^ま どこから？ 

昨年は大変お世話にな 


cia 決を皂 C 選が 


间田で消したい最初の文字を選び、 
I 実行 を巧しまず。 


部分消ち どこまで？ 

B 件は隊お世話にな 




间田で消したい最後の文字を選び、 

I 実行(進む) I 巧押します。 


流麗標準黒 1-4 

日^は田世話になりま 



文字をまとめて消す 
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入れた义字をを部消す(を文消去) 


文字が入力してある画面になっていることを確認してくださし、。 


10を巧します。 



2田面回ので「消去」を選び、睦立型 d を 
巧します。 



<消去> 

I 

I msifm 数消ま 


3间田で「全文消去 j を選び、陸を Sid を押 
します。 


4间田で「はし、」を選び、屋豆品)を押しま 
す。 

操作を中止するとさは、「いいえ」を選び、 
(実行 G 1 む J を巧します。 



文字をまとめて消す 
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文字を大きくして確認ずる(はっきりズーム) 


文字入力画面で、入力している文字を大をく表示します。画数のをい漢字の細かい部分などち確認す 
ることがでをます。漢字巧書や単漢字変換の漢字候補中に使ラと便利です。 


田田因因で植認したい文字に力ーソ 
ルを合わせまず。 


な 

わ飢-山 


を巧します。 

手順1で選んだ文字び 
化大されます。 


流麗保準里 

お量 


慶 

ゴシック丸ゴシ 

明朝楷書 


t 


このときと]を巧ずと、表示フォン 
卜を変えて確認することがでさます。 

表示フォントは r ゴシック」 r 丸ゴシック」「明朝」 
r 楷書」 r 流麗」の目種類です。 

元の画面に戻るには、 I 実行(道む): I 、 し SU 、 または 
を巧します。 


♦ 次の文字は拡大表示でさません。 

• 艾字入力画面!^:>(がの艾字 
-確定されていない文字 
. 改行 マーク 
-漢字辞書機能の部首 
•か字 

♦ 拡大表示中にフオントを変えてち、艾字 
入力画面でのフオントは変わりません。 



文字を大きくして確認する(はつきりズ—ム) 
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よく使う i 前を轄に登録する(ユ-ザ-轄: i 前) 


日常よく使う専門用語などを r よ别とともに登録しておくと、「よみ」を入力するだけで変換でをるよ 
ラになります。また、慣用巧などを短い「よみ」で営録しておけば、文字が簡単に入力できて便利で 
す。 


吾巧を登録する 


田因回田でトップメニュー画面か5 
「設定」を選び 、 I 実行化む) 1 を巧します。 

トップメニュー画面 
吟34ページ 


で r 読み」を選び、読みを入れます。 


maamLr'oM 


i 前の追加 
あきは ■. 


I ▼ j で I " ユーザー巧書」を選び、 慢巧。 
を押します。 


のので r 語巧」を選び、度互 is を巧し 
ます。 

登録されている単語びあるとさは、一覧び表示 
されます。 


を押します。 


「読み」を還ぶと、入カモー问まひ6びなにな 
りまず。読みに入力できる文字は、ひらびな 
だけです。 


語巧と読みの入力び終わつたち、屋 Hi 
を押しまず。 

登録を確認するメッセージび表示されます。 


のので「追加 I を選び 、 I 実行(道む)] を巧し 
ます。 


田ので情ち)」を選び、登録したし、単語を 
入れまず。 

ここでは、「が葉原」と 
入力します。 


言的の追加 

読み-1 . 


回で r はし、 J を選び、屋查 iiD を巧しまず。 

登録が終わり、語句の 
一覧に戻ります。追加 
した語句が一覧に表示 
されます。 



語句は最大1日日件まで登録でさます。 




よく使ラ語巧を辞書に登録する(ユ—ヴ—辞書-語巧) 
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登録した語巧を修正する 


目0ページの手順1か5 3の操作をしまず。 

語句の一覧が表示され 


ます。 




居 ES 慰 


’ュ-ザ-辞書：語巧-貴 


^■ g ： 面^‘部 a 。お I 


® ra で r 語句」を選び、語巧を修正しま 
す。 


で r 読み」を選び、読みを修正しま 
ず。 

「読み」を運ぶと、入カモー附ひらびなに 
なります。読みに入力でさる又字は、ひ6び 
なだけでず。 


口 nm で條正ずる語旬を撰び、 [実行(涅か I 
を巧します。 

選んだ語句の登録内容び表示されます。 


を巧します。 


語巧と読みの入力が終わつた5、屋互 
を巧します。 

修正を®認するメツセージび表示されます。 

固で r はし、」を選び、屋豆を押します。 

修正び終わり、語句の一覧に戻ります。 


のので r 修正」を選び、屋豆 iiD を押し 
まず。 


登録した語巧を削除する 

削除には、選んだ語句だけを削除するか、すべての語句を削除するかの2つのち法びあります。 


①巨〇ぺージの手順1か5团の操作をしまず。 

語句の一覧び表示されます。選んだ語句だけを削 
除するとさは②へ、すべての語巧を削除するとを 
は③へ進みます。 


② CaJ W で削除したい語旬を選び、 〔奎立 imhJ を巧 
しまず。 

選んだ語句の登録内容び表示されます。 


③ | M 糾を巧しまず。 


④ CaJ 田で「削除」を選び、 (実巧 < 迫む ;I を巧しまず。 

削除のろ法を還ぶ画面び表示されます。 


⑤ ® ( Z 3 で ri 件だけ削除」または r 全ての語巧を削 
除 I を選び J 実行《む:] を巧しまず。 

削除を®認するメッセージび表示されます。 
ri 件だけ削除」を選んだとさは、選んだ語句び表示 


されます。確認を、 r 実行:進 C ] を押してください。 


⑥过で r はい I を還び、 [実行 <進む;] を巧しまず。 
削除び終わり、語句の一覧に戻ります。 


語巧（ユーザー巧書）の登録件数を確認するには 


①巨〇ぺージの手順1か5田の操作をしまず。 

機能メニューび表示されます。 


②因因で r 登録件数」を還び、 r 実行;進。-] を巧しま 
ず。 

登録件数び表示されます。 



よく使ラ語句を辞書に登録する(ユ—ザ—辞書-語旬) 
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自分で文字を作をを!さ:） 

尸や田などのよラに、本機にない文字や記号を自分で作ることができます。自分で作った文字を外 
字といいます。 

外字は巨つまで本機の中に登録(記憶）しておくことができます。 

♦か字はこ5やつて作ります 

本機の文字-記号などはすべて点（ドット)の集まりです。点を1つ1つ塗りつぶしたり、消'したりす 
ることにより、自由自在に文字を作ります。 




外字を作る方法として;欠の2つびあります。どんなが字を作るのかによって方法を選びましょう。 

♦はじめか b 自分で作る (新規作成） 

'''はじめから新しし巧字を作るとき。 

参本機の中にある文字を利用して作る (参照作成） 

…卜_^」や「&」のように、既存の文字び利用できるときは、このち法び便利です。 


はじめか6自分で作る(新規作ぶ) 


誦田 

1 文字にカーソルが合っていない状態で、 
应司と巧します。 


け梓 

I 繼旨を選択 

匹脚 

作成 

修正 

削除 


I 歹卜嚴偏三 


のので r 作成 I を選び、 「実行 《の） を巧し 

まず。 

力ーソル… 

赤色の■のことで 
す。 

スケール''' 

現在カーソルびどこ 
にあるのかを示しま 
す。力ーソルの動さ 
に合わせて動さま 
す。 


I 文字を作成 
1:黒2 :白 
3 :連鹿入力 




御溺、描画 


外字作成画面 






自分で文字を作る(外字) 


62 


























外字作成画面で外字を作成します。 


カーソルを移動 
させるとさは 

田因间田を 巧して力ーソ 
ルを移動します。 

点を1つ塗0つ 
ぶすとさは 

カーソルを目的の位置まで移動 
し、の(黒)を押します。 

点を1つ消すと 
さは 

塗りつぶした点までカーソルを移 
動し、回（白）を巧します。 

線を描くときは 

の（黒)^应)（連続入力）と押し 
てから、カーソルを移動します。 
カーソルの移動に合わせて、線が 
描かれます。 

線を消すとさは 

區)（白）^应1(連続入力）と押し 
てから、カーソルを移動します。 
カーソルの移動にをわせて、線が 
消されます。 


田因间田を押して、作った外宇を登録 
ずる場所を選びます。 

すでに外字び登録されている場所を選んで 
I 実行 を巧ずと、上書きの確認メッセ ー 
ジび表示されます。 


I 実行: 進。: 1 巧巧しまず。 

登録のメッセージび表おされ元の画面に戻りま 
す。 


外字が完成したら、 I 実行:進 cO を巧しまず。 


I どこへ登録？ 


Li 梓 - mm - 


□ □□ 
□ □□ 


•外字作成画面での（黒）または居)（白）のどち6かが指定されているときは、度](連続入力）を押すたび 
に連続入力を r する/しない」が切り替えられます。 

I 斜め方向に連続してドットを塗りつぶしたり消したりすることはでさません。斜めち向に塗りつぶしに 
り消したりするとさは、]ドットずつ行ってください。 
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本機にある文字を利用して作る(参照作ぶ) 


m 本機の义字「1」を利用して、田を作る 

1文字を入力でをる画面で、回を巧します。 

2 间田を巧して、「1」に力ーソルを合わせま 


す。 


流麗標準黒 1-1 

□. 


臣司と巧しまず。 


のので r 作成」を選び、 ( Elia を押し 
まず。 


自分で作った文字を使ラ 


のので r 参照作成」を選び 、 I 実行(進の j を 
巧します。 



as で書化を撰び J 実行<進。>1 を押しま 
ず。 


夕を且み：テ’ 


け梓一参照化お一 


わ;字を作成 

1:黒2 :白 
3 力 


だけ溺、描画 


/百3ページの手順3か5の操作を行し、、外字 
を作成し登録します。 


文字が入力できる画面で外字を入れたい位 
置に カーソルを 合わせまず。 


应 E と}甲します。 


のので「呼出」を選び、屋豆品)を押し 
まず。 
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タト字一巧出一 


呼び出す夕悴を選択 

の回回 

□ □□ 




決定皂 C 選が 


(3® 00で、呼び出ず外字を選び、 
1実行(細1 を押します。 

呼び出した外字を削除するときは、通常の文字 
と同じち法で消します。 


「間違えた文字を消す」 
►►曰1ぺージ 
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自分で作った文字を修正する 


例 I スー 


文字が入力でさる画面で区司と巧します。 


® ra 间因で、修正する外字を選び、 

I 実行《む >1 を押しまず。 


のので r 修正」を選び、屋豆立 D を押し 
まず。 


外字一修正一 


どれを修正？ 


の回回 




4 63ページの手順图か5の操作を行し、、外字 
を修正し、登録します。 


自分で作った文字を削除する 


外字を文章の中に入れていたときに、その登録した外字を削除すると、文章の中の外字は空白で印刷 
されます。 


文字が入力でさる画面で巨司と巧します。 


田田回田で、削除ずる外串を選び、 


1 実行0•む iJ を押します。 


のので r 削除」を選び、 [実行(進む >] を押し 
ます。 


今組み：テキ 



ins 


皂 C 選択 I 


1 実行 (涅む)1 をキ申します。 


|><モリーカードにデータを保をしたときは、外字は保存されません。外字を使用した宛名-文面•コ：>< 
ントプ U ントを呼び出したとさは、外字の内容を確認することをおすすめします。外字の部分が空白に 
なっている場をは、再度外字を入力してください。 
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